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津別町議会議員との意見交換会にて
開催日：３月27日㈬



　

本
日
は
津
別
町
農
業
協
同
組
合
、
第
94
回
通

常
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
当
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
賜
り
、
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
臨
席
を
賜
り
、
日
頃

よ
り
地
域
農
業
の
発
展
と
農
業
事
業
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
事
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
組
合
長
に
就
任
し
て
か
ら
の
４
年
間
で

大
き
く
世
界
情
勢
が
変
化
し
、
こ
の
事
に
よ
り

国
内
情
勢
も
変
化
し
、
資
材
高
騰
、
円
安
、
気

候
変
動
の
影
響
を
受
け
農
業
経
済
は
窮
地
に
立

た
さ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を

如
何
に
克
服
し
て
農
畜
産
業
を
維
持
す
る
か
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
私

達
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
現
場
の
声
を
届
け
る
た
め
、

中
央
要
請
、
地
元
国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
を

共
に
し
て
来
た
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員

皆
様
が
思
う
よ
う
な
結
果
に
は
至
っ
て
居
な
い

も
の
の
、
要
請
内
容
は
十
分
に
理
解
し
て
頂
い

て
る
物
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
本
国
会
で
は
既

に
食
料
農
業
農
村
基
本
法
の
審
議
に
入
っ
て
お

り
ま
す
が
、
現
場
の
意
見
を
少
し
で
も
反
映
さ

れ
、
国
民
に
必
要
な
食
料
供
給
を
持
続
的
に
生

産
出
来
る
様
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
に
応
じ
要
請

活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
の
作
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
春
の
植
え

付
け
は
順
調
に
推
移
し
た
も
の
の
６
月
の
降
雹

に
よ
り
、
て
ん
菜
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
に
被
害
が

出
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
日
照
時
間
や
適
度
な

降
雨
も
あ
り
小
麦
は
平
年
以
上
の
作
柄
と
な
り

ま
し
た
が
、
盆
明
け
以
降
の
猛
暑
に
よ
り
甜
菜

の
糖
分
や
澱
粉
馬
鈴
薯
の
で
ん
ぷ
ん
価
の
低
下
、

そ
し
て
青
果
物
の
品
質
低
下
が
見
受
け
ら
れ
気

象
変
動
に
苦
労
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
畜
産
で
も
猛
暑
の
影
響
を
受
け
、
生
乳

生
産
も
伸
び
悩
み
、
個
体
販
売
価
格
の
低
迷
と

配
合
飼
料
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い

経
営
環
境
を
強
い
ら
れ
組
合
員
に
と
っ
て
は
満

足
の
い
か
な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
産
販
売
高
４
２
．
９
憶
円
（
交
付
金
込
）

畜
産
販
売
高
３
４
．
０
億
円　

合
計
７
６
．

９
億
円
（
前
実
績
対
比
93
％
）
購
買
供
給
高

３
２
．
１
億
円
（
前
実
績
対
比
１
０
１
％
）
の

実
績
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
組
合
員
皆
様
の
一

年
間
の
ご
苦
労
と
Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
頂
い
た
事
に

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
肥
培
管
理
を
徹
底
し
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
た
安
定
収
量
、
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

た
取
組
等
、
抜
本
的
な
営
農
改
善
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
天
候
は
毎
年
同
じ
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
去
年
の
課
題
点
に
つ
い
て
繰
り
返
す
事

の
な
い
様
、
本
年
の
営
農
に
活
か
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
本
年
は
第
10
次
振
興
計
画
の
策
定
年
に

当
た
り
、
各
策
定
委
員
に
ご
協
力
頂
き
な
が
ら

の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
第
９
次
農
業
振
興
計

画
の
５
年
間
で
は
、
予
期
も
し
な
い
世
界
的
な

新
型
感
染
症
の
拡
大
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
と
全

世
界
を
震
撼
さ
せ
る
出
来
事
を
経
験
し
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
事
実
に
向
き
合
い
、
組
合
員
と
し

て
何
が
出
来
る
か
将
来
の
指
針
と
な
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
農
業
振
興
計

画
及
び
中
期
経
営
計
画
を
中
心
と
し
て
事
業
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
厳
し
い
営
農
環
境
で
は

あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
運
営
も
イ
ン
フ
レ
に
よ
る

物
価
高
の
影
響
に
よ
り
本
年
か
ら
各
種
利
用
事

業
の
利
用
料
見
直
し
、
Ｒ
７
年
か
ら
は
賦
課
金

の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
鹿

柵
延
長
費
用
、
不
感
地
区
解
消
の
費
用
と
Ｄ
Ｘ

に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
し
時
代
変
化

に
適
時
対
応
し
、
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
に

必
要
な
費
用
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

小
麦
乾
燥
施
設
増
改
築
工
事
は
老
朽
化
し
た

設
備
の
能
力
向
上
と
各
工
場
間
の
麦
搬
送
量
の

増
強
に
よ
り
効
率
が
上
が
り
ス
ム
ー
ズ
な
受
入

体
制
が
構
築
出
来
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
合

わ
せ
て
ス
ケ
ー
ル
棟
、
麦
検
査
施
設
は
新
設
し

オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
ホ
ク
レ
ン
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
圃
場
管
理
含
め
収
穫
集
荷
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
、
作
業
効
率
と
人
手
不
足
に
対
応

出
来
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
に
よ

り
少
ロ
ッ
ト
を
活
か
し
た
こ
だ
わ
り
の
産
地
作

り
や
製
粉
会
社
と
の
提
携
に
よ
り
、
付
加
価
値

の
高
い
商
品
作
り
を
小
麦
振
興
会
と
一
体
と
な

り
推
進
し
、
重
ね
て
高
品
質
小
麦
生
産
に
取
り

組
み
所
得
向
上
と
持
続
的
農
業
の
発
展
を
目
指

通 常 総 会 開 催
　４月９日津別町中央公民館にて、正組合員２０１名に対し（本人出席５４名、委任状１１名、書面議決１０４名）合計１６９名
となり過半数以上の出席が認められ本総会は成立しました。来賓１０名の出席により第９４回通常総会が開催されました。
　佐野成昭組合長からの開会挨拶の後、来賓を代表して佐藤多一津別町長、JA北海道中央会北見支所松原健治支所長よ
りご祝辞を頂きました。
　総会議長団には、恩根地区(第９営農組合）真木喜一氏と相生地区(第１１営農組合）市場達也氏の両氏が選出され全て承
認可決されました。令和５年度事業利益は、前年度繰越額１８，８７５千円当期剰余金３６，７３９千円　税効果積立金取崩
額１，６７３千円を加えた５７，２８７千円を未処分剰余金処分案として計上されました。
　安部仁職務代行理事より閉会の挨拶を行い本総会を閉じました。又、今回の総会記念品は、つべつ和牛の消費拡大を考
慮し、つべつ和牛カレー２個セットを後日配布致しました。

第94回

組
合
長
挨
拶

開会挨拶
佐野　成昭 組合長

来賓挨拶

佐藤　多一 町長

来賓挨拶
ＪＡ北海道中央会北見支所
松原　健治 支所長
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し
て
参
り
ま
す
。

　

国
営
事
業
は
本
年
を
も
っ
て
最
終
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
急
な
天
候
異
変
に
耐

え
う
る
各
圃
場
の
整
備
が
進
み
、
大
型
機
械
が

雨
後
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
稼
働
で
き
、
作
物
の
安

定
収
量
・
品
質
、
更
に
は
効
率
運
用
に
よ
り
コ

ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

尚
、
道
営
事
業
も
同
時
に
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
Ｒ
７
年
以
降
も
国
営
事
業
か
ら
漏
れ
た
農

地
や
未
整
備
圃
場
も
あ
る
事
か
ら
、
Ｒ
９
年
よ

り
事
業
を
開
始
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

進
化
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
進
展
に
対
応
す
べ

く
土
地
改
良
は
、
今
後
も
継
続
的
に
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
食
料
危
機

が
発
生
し
ま
し
た
。
中
東
情
勢
の
緊
迫
に
よ
り

海
運
に
混
乱
が
生
じ
、
更
に
は
地
球
温
暖
化
に

よ
り
農
産
物
生
産
が
不
安
定
に
な
り
、
食
料
安

定
生
産
に
懸
念
が
生
じ
ま
し
た
。

　

国
が
食
料
の
増
産
を
農
家
に
求
め
て
も
、
そ

の
能
力
が
生
産
者
側
に
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
し
、
農
家
は
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
こ
の
食
料
事
情
を
踏
ま
え
、
国
は

四
半
世
紀
ぶ
り
に
食
料
、
農
業
、
農
村
基
本
法

改
正
の
法
案
審
議
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
法
が
実
態
に
即
し
た
物
に
な
る
様
、
国
に

働
き
か
け
て
行
く
と
共
に
、
過
度
な
輸
入
依
存

か
ら
脱
却
し
、
国
内
の
農
業
生
産
の
強
化
と
適

切
な
価
格
形
成
が
図
ら
れ
、
安
定
し
た
農
業
所

得
を
確
保
出
来
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
最
大
の
食
料
供
給
地
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
国
民
へ
の
食
料
安
定
供
給
を

通
じ
て
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
最
大
限
に
貢

献
で
き
る
様
、
国
会
で
の
審
議
を
注
視
し
て
参

り
ま
す
。

　

又
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
現
職
で
あ

る
山
田
と
し
お
氏
が
勇
退
す
る
に
当
り
、
来
年

７
月
の
参
議
院
選
挙
に
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
で
組
織
す
る
北
海
道
農
協
政
治
連
盟
で
は
、

本
道
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
（
北
海
道
か
ら
農
民
代
表
を
国
政
に
送

る
べ
き
）
と
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
現
在
、
ホ
ク

レ
ン
代
表
監
事
で
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
会
長
で

あ
る
東
野
秀
樹
氏
を
全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
推

薦
候
補
と
す
べ
く
、
擁
立
し
た
経
過
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
山
田
と
し
お
・
藤
木
し
ん
や

両
氏
を
我
々
の
代
表
と
し
て
、
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
投
票
数
を
減

ら
し
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
新

た
な
候
補
者
と
し
て
、
こ
の
厳
し
い
局
面
を
打

開
す
べ
く
東
野
秀
樹
氏
を
自
ら
の
代
表
と
し
て

選
出
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
、
役
職
員
一
人
一
人
が
自
ら
の
組
織

へ
の
結
集
を
通
じ
、
我
々
の
思
い
を
政
策
と
し

て
実
現
出
来
る
候
補
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
元
北
海
道
と
し
て
支
援
の

輪
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
組
合
員

皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
営
農
に
つ
い
て
は
、
変
化
の
激

し
い
時
代
に
入
り
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

と
さ
れ
、
同
時
に
新
た
な
課
題
も
出
て
き
ま
す
。

食
料
や
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
か
ら
こ
そ
組

合
員
の
期
待
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

10
次
の
振
興
計
画
の
実
践
に
よ
り
組
合
員
の

期
待
に
応
え
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
５
年
後
、

２
０
２
８
年
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
組
合
員

と
共
に
築
い
て
参
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
は
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
個
人
、

事
業
体
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
組
織

で
す
。
協
同
組
合
は
、
組
合
を
組
織
す
る
も
の

が
事
業
の
利
用
者
で
あ
り
、
同
時
に
組
合
の
運

営
者
で
も
あ
る
事
が
特
徴
で
す
。
出
資
者
が
利

用
者
で
あ
り
運
営
者
で
あ
る
と
言
う
事
で
す
。

つ
ま
り
、
組
合
員
が
利
用
し
て
頂
け
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
組
織
と
言
う
事
に
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
更
な
る
Ｊ
Ａ
へ
の
結
集
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
と
も
組
合
員

皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
持

続
出
来
る
環
境
を
整
え
、
組
合
員
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
組
合
員
、
ご

家
族
様
が
健
康
で
災
害
も
無
く
豊
穣
の
出
来
秋

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

■
質
疑
応
答

　

大
豆
の
数
量
払
い
交
付
金
に
つ
い
て
、
本
来

３
月
に
支
払
さ
れ
る
も
の
が
、
大
豆
の
調
製
の

遅
れ
に
よ
り
５
月
支
払
い
と
な
り
遅
れ
が
生
じ

た
。
他
の
所
は
、
３
月
末
に
支
払
を
済
ま
せ
て

い
る
の
に
何
故
農
協
は
、
対
応
で
き
な
い
の
か
。

こ
の
様
な
対
応
の
遅
れ
が
、
農
協
離
れ
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。美

都
地
区
：
軍
司　

照
仁
氏

ＪＡ綱領朗唱
ＪＡつべつ青年部
池田　健太 部長

長瀬　信一 代表監事

閉会挨拶

安部　仁 職務代行理事

▲議長団に左から真木喜一氏、市場達也氏

▲役職員席

▲全体出席者

▲全体出席者

▲来賓席

▲全体出席者
▲大豆数量払交付金の支払いに
対する質問をする軍司照仁氏
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報
告
事
項

　

①
令
和
６
年
３
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て	

　

②
第
94
回
通
常
総
会
の
終
了
に
つ
い
て

　

③
令
和
５
年
度
税
申
告
概
要
に
つ
い
て

　

④
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告
（
下
期
事
務
ミ
ス
）
に
つ
い
て

　

⑤
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

⑥
特
定
組
合
員
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

⑦
各
作
物
の
状
況
及
び
生
産
者
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　

⑧
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

付
議
事
項

　

議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
理
事
報
酬
額
並
び
に
支
給
方
法
に
つ
い
て

　

議
案
第
２
号　

道
条
例
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

　

議
案
第
３
号　

美
幌
地
方
農
産
加
工
農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
の
役
員
推
薦

に
つ
い
て

　

議
案
第
４
号　

準
職
員
就
業
規
則
の
改
定
に
つ
い
て

　

議
案
第
５
号　

経
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　

議
案
第
６
号　

共
済
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　

議
案
第
７
号　

出
資
金
の
持
分
譲
渡
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

①
特
定
組
合
員
の
対
応
に
つ
い
て

　

②
小
麦
収
穫
委
員
会
に
つ
い
て

　

③
地
区
組
織
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

④
通
常
総
会
終
了
後
の
経
過
に
つ
い
て

　

⑤
地
区
懇
談
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

第
三三
回
理
事
会
報
告

令
和
６
年
４
月
18
日

開
催
日

　３月27日に農協の役員会議室において、津別町議会議員との意見交換会を開催しました。
　この取組は、第30回ＪＡ北海道大会において取組むべき大会決議として承認された「対話活動」の一環として北
海道農業やＪＡに関する地域住民や関係機関へ理解醸成を目的に開催し、既に建設業協会との意見交換会を始めと
して実施して来た経過にあります。
　今回は初めとなる津別町議会議員との意見交換を開催し、将来に向けた津別町の農業振興対策にあたり幅広い見
地から意見を頂きたく実施致しました。
　鹿中議長からも「議員に当選した平成元年の農村議員は18名中９名でありましたが、現在は私１人となっており
ます。現状を把握する上でも有意義な時間になりますようにと挨拶を頂きました。
　岡本常務よりＪＡが現在取組んでいる農業振興対策や、その取組に対して津別町より支援、協力頂いている内容
について説明致しました。
　各議員からは、ＪＡの概要を始めとして、てん菜の振興対策、酪農・畜産情勢、農畜産物の価格転嫁への波及、
鹿防護柵設置の取組、通信不感地帯への推進、堆肥センター運営、ＪＡ合併など多岐に亘る意見や質問が出され、
農業・ＪＡ情勢を理解頂けた充実した意見交換が行われました。

津別町議会議員との意見交換会を開催
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第
１
話
　
知
ら
な
き
ゃ
結
婚
で
き
な
い

!?
編

ま
ん
が
／
大
山
き
い
ろ

ハ ナ ち ゃ ん

結 婚 し よ う ！

ま ♡

う れ し い わ ！

じ ゃ も ち ろ ん

農 業 者 年 金 に も

入 っ て く れ た

の ね ？
ん ？

な に そ れ

サ ヨ ナ ラ

農 業 者 年 金 の こ と

も っ と く わ し く

　
お し え て

　 　
く れ え ぇ 〜

や あ ！

　
ボ ク は

イ ケ メ ン フ ァ ー マ ー の

畑 タ ガ ヤ ス ！

今 日 は

ガ ー ル フ レ ン ド の

早 乙 女 ハ ナ ち ゃ ん に

と っ て も 大 事 な

話 が あ る ん だ

あ
ん
し
ん

な
っ
と
く

©
 ko

se
pr

o

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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４月３日ＪＡ会議室において、①部会制（仮）のネーミング及びグループ分けについて、②道内研修について、
③スポーツ交流会について、④その他、を議題に会員 25名、ＪＡ職員２名の合計 27名の出席により開催しました。
特に道内視察研修及びスポーツ交流会等については、イベントチームにて、後日協議することで決定しました。

３月 29 日ＪＡ会議室にて津別町農業法人会（羽田野慎也会長）は、
令和５年度定期総会を開催しました。法人会役員３名、来賓として佐野
組合長と町も参加、普及センター河田普及員、会員７法人９名、ＪＡ職
員３名の合計 17 名が出席しました。開
会にあたり、羽田野会長が開会挨拶をし
た後、来賓挨拶として佐野組合長が祝辞
を述べました。羽田野会長が議長を兼任
し議事進行が行われ、全ての議案が承認
可決されました。
総会終了後、北海道信連北見支所大江
職員より、「北農５連サポート事業につ
いて」の説明を受けました。

３月 29 日ＪＡ会議室にて津別町スマート農業研究会（谷智博会長）
は、令和５年度定期総会を開催しました。スマート農業研究会役員５名、
来賓として佐野組合長、津別町産業振興課上原主査、網走農業改良普
及センター美幌支所 河田専門普及員、会員 25 名、J Ａ職員３名の合
計 37名が出席しました。開会にあたり、金一副会長が開会挨拶をした

後、来賓を代表
して佐野組合長
が祝辞を述べま
した。柏木守氏を議長に選出し議事進行が行われ全ての議案
が承認可決されました。
総会終了後、楊准教授より「令和６年度次世代スマート農
業技術の改良・開発・実用化事業について」 各種実験内容等の
講演を頂きました。今後の事業推進に繋がる有意義な講習会
となりました。

ＪＡ青年部春季懇談会を開催

第１２回津別町農業法人会定期総会を開催

第８回津別町スマート農業研究会定期総会を開催

　４月８日日甜㈱津別原料事務所 阿部所長と佐藤職員、
甜菜振興会（山辺一記会長）役員７名、ＪＡ 職員３名の合
計13名出席により、甜菜育苗視察研修会を開催しました。
津別町全体の生育状況は概ね順調であり、今回２戸を巡回
し、育苗センター、自家苗・短ポットと全品種の育苗を視察しました。本葉も出ており順調に生育していました。

甜菜育苗視察研修会を開催

▲羽田野会長

▲金一副会長 ▲柏木議長
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　種子馬鈴薯生産者は３月28日から、一般生産者については４月２日か
らそれぞれ４月22日までの日程で、種子馬鈴薯の引渡しを活汲事業所構
内にて実施しました。
　一般生産者への引渡し品種と数量は、男爵92.4ｔ、トヨシロ109.45ｔ、
ぽろしり310.95ｔ、きたひめ35.9ｔ、スノーデン172.35ｔ、コナヒメ
264.25ｔの合計６品種（一部品種除く）で出荷数量合計は、985.3ｔを品
種毎に引渡日を設けて引渡しを行い、町外生産者へは105.26ｔの引渡し
となりました。今年の規格はＭ・Ｓを中心に配分しております。

種子馬鈴薯春引渡しを実施

　４月３日から３日間の日程で、共済連北見支所推進グループ坂本課長と山田主査の御協力を頂き、併せて各課職員
の応援のもと３班体制にて長期共済一斉推進を実施致しました。
　３日の朝礼では、共済連北見支所草富次長から昨年度の目標達成の御礼とオホーツク管内トップバッターの共済推
進で「大谷翔平のようなクリーンヒットを打って欲しい」と新事業年度の共済一斉推進に対し激励を頂いた後、各地区
毎に推進に出向きました。春耕開始前の準備で忙しい時期ではありましたが、組合員の皆さまには担当者からの説明
に熱心に耳を傾けて頂きました。
　今後も『ひと・いえ・くるま』の最適保障を組合員や地域の皆様に提案させて頂き、安心と親しまれるＪＡ共済を目指
して共済事業を進めてまいりますので、ご愛顧の程宜しくお願い致します。
【推進結果】　保障目標	 60,000万円	 推進実績	 36,128万円	 目標対比	 60.2％
　　　　　　推進ＰＴ目標	 100,000ＰＴ	 推進実績	 120,181ＰＴ	 目標対比	 120.2％

共済一斉推進の御礼について

　４月12日網走農業改良普及センター美幌支所を講師に招き、当初、大昭地区きたほなみ圃場、高台地区ゆめちから圃
場、達美地区、きたほなみ圃場の３カ所で現地講習を予定していましたが、降雪による圃場状態を考慮し、ＪＡ会議室
にて生産者23名、普及センター２名、ＪＡ職員６名の合計31名参加のもと第１回小麦青空講習会を開催しました。講習
内容は、津別町の秋まき小麦の
起生期は４月７日から迎えて
おり、技術対策として、圃場に
入れるようになったら追肥の
タイミング等の説明を受けま
した。
　又、強風対策でタイヤロー
ラーによる鎮圧作業の必要性
の説明がありました。次回の青
空講習会は５月下旬を予定し
ています。

令和６年度 第１回小麦青空講習会を開催

　４月16日津別町食品加工研修センターにて、ＪＡつべつ女
性部（金田美喜恵部長）とＪＡつべつフレッシュ・ミズ（金一和
美会長）の二部合同で、12名（女性部家族１名含む）参加のも
と第２回パン作り講習会を開催しました。
　今回は、昨年に引き続き日本甜菜製糖㈱総合研究所 食品事
業支援室の高柳太志技術チーフと岡島氏を講師に迎え、津別
産小麦キタノカオリ及び津別ブレンド小麦粉と日甜の「とか
ち野乾燥酵母」を使ったパンを作りました。種類は、あんパン・
バターロール・揚げパン・手ごねピザ・食パン等の10種類のパ
ンを作り大変好評で、ふんわりと膨らんだパンが美味しく焼
き上がりました。特に揚げパンにてんさい糖をまぶし、中にク
リームを入れたパンは大好評でした。

女性部・フレッシュミズ二部合同パン作り講習会実施

7



４月６日支部会員27名出席のもと、ランプの宿森つべつに
おいて猟友会津別支部（大矢根修一支部長）の総会が開催
されました。来賓として伊藤津別副町長、ＪＡつべつ佐野組
合長の祝辞を賜るとともに、提起された議事は、議長に選任
された中山貴行さんの進行により、全てが承認されました。
尚、役員改選については、現職は留任致しましたが、監事

は、新たに尾形良二氏と岡本功夫氏が選任されました。
又、当日の午前中は第 42回射撃大会が恩根射撃場で開
催され、日頃鍛錬された技術を競うと共に親睦が図られました。
射撃大会成績は以下の通り（敬称略）

ライフル銃の部　１位 建石　　博　２位 石原　　薫　３位 岡林　博善
散弾銃の部　　　１位 尾形　良二　２位 村田　達也　３位 大松　寛敬
空気銃の部　　　１位 建石　　博　２位 星　　幸司

４月10日玉葱生産者（真木喜一玉葱振興会長）19名、普及センター中野専門普及員とＪＡ職員５名の合計 25名出席
により、玉葱育苗視察研修会を開催しました。極早生品種を中心に４カ所を視察し、生育については、全体的に順調でした
が、３月の低温により一部の苗に凍害が見られました。
普及センターより生育については、移植に適した苗の育苗は、育苗育成には温度・湿度・かん水の３点が重要であり、立
枯病などの病害に負けない葉数・葉鞘径が適切な健苗の移植が大切であると説明を受けました。
木俣嘱託からは、肥料高騰に対するコスト削減、安定生産のため、玉葱に対するリン酸減肥の効果について、説明を受け

ました。又、今年度は、高温傾向が懸念されるので軟腐病やタマネギアザミウマに注意するよう説明がありました。

北海道猟友会津別支部総会及び第４２回射撃大会の開催

玉葱育苗視察研修会を開催

鳥獣害対策について、令和５年６月13日の会議
にて、「長崎県農林技術開発センター」と「津別町
関係者」との意見交換会が行われ、国のスマート農
業実証実験に基づき、「戦略的スマート農業技術等
の開発・改良」の事業採択になったことにより、鳥
獣害対策として実施されました。
鹿ソニックとは、鹿などの野生動物と自動車との衝
突事故削減のため、ティ.エム.ワークスが、高周波
技術によるロードキル対策製品として開発されました。
その後、各方面で試験が進み、現在では、鉄道・農業・漁業・キャンプ場・ゴルフ場・ゴミステーションなどの多方面
で諸事情の場面で普及しています。
又、岡山理科大学辻教授と共に各地で実証実験が行われ、2021 年から毎年論文が発表されています。
尚、特に鹿による作物への被害を減少させるため、人間には聞こえにくい音を発することで動物に警告を与えるものです。

この度、上記の経過及び目的を踏まえて、鹿対策のため、『鹿ソニック』を㈲木樋桃源ファーム様及び㈲矢作農場様の圃場
に試験設置し経過を観察する事としています。

野生動物の増加により全国で鳥獣害発生件数が増加中!!
鳥獣害対策のため「鹿ソニック」の試験設置

▲鹿ソニック本体▲鹿ソニック設置作業▲鹿ソニック設置　木樋桃源ファーム圃場

▲散弾銃の部　第１位　尾形良二氏

▲ライフル・空気銃の部　第１位　建石　博氏

▲佐野組合長　来賓挨拶

▲㈱矢作農園 ▲㈱丸尾農産 ▲双葉アグリ(同) ▲鹿中一彦氏
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４月 19日ＪＡ会議室にて、会員７名、来賓７名、ＪＡ職
員４名の合計 18名の出席のもと津別町酪農振興会（中田晃
一朗会長）は第 75回通常総会並びに津別町酪農ヘルパー組
合（中田晃一朗会長）は第 32回定期総会を開催しました。
開会にあたり、中田会長が開会挨拶をした後、来賓を代
表して当ＪＡの佐野組合長と津別町石川産業振興課長が祝
辞を述べました。
その後、議長に石川和男氏が選出され議事進行が行われ、
全ての議案が承認可決されました。

令和５年度 津別町酪農振興会通常総会・津別町酪農ヘルパー組合定期総会を開催

津別町有機酪農研究会（石川賢一会長）は、４月 26 日
ＪＡ会議室にて、会員３名と来賓 10 名、ＪＡ職員４名の
合計 17 名の出席のもと、令和５年度通常総会を開催致し
ました。開会にあたり、石川会長が開会挨拶をした後、来
賓の佐野組合長、㈱明治 引地部長、津別町 石川産業振興
課長より祝辞を賜りました。
その後、石川会長が議長を兼任し議事進行が行われ、議
案第１号から議案第４号までの全ての議案について承認可
決されました。役員改選については、現役員の通り、会長 
石川賢一氏、副会長 ㈱ E・H・F代表 山田耕太氏、監査 
柏葉宏樹氏で再任されました。
総会終了後、引き続き「リジェネレイティブ農業につい
て」と題して、北海道大学大学院農学研究院 小林国之准
教授による講演を行いました。有機酪農は、土を育てるこ
とが全ての基本にある。土を育てるためのプロセスの必要
性を説かれました。

４月 19 日ＪＡつべつ会議室にて、令和５年度津別町
乳質改善共励会表彰式が行われました。町内の酪農家か
ら出荷された牛乳において、毎月３回上旬・中旬・下旬
ごとに検査（年間 36 回）される体細胞数・生菌数が最
も少ない生乳を出荷した生産者が受賞となります。今年
の受賞者は、最優秀賞に㈱柏葉ファーム 柏葉宏樹さん、
優秀賞に織田達明さん、努力賞に石川和男さんが受賞さ
れました。

４月 12日・13 日の２日間、ホクレン津別セルフ給油所ではホクレン北見支
所 岩田職員や３社のタイヤ販売業者のご協力を頂いて夏タイヤフェアを実施し
ました。フェア期間中にガソリン・軽油が店頭価格より３円（税込）/ℓ引き
となり、更に20ℓ以上給油されたお客様には、ＢＯＸティッシュ５箱入を１パッ
クプレゼントしました。来客台数は延べ 675 台、供給数量は 16.5㎘でした。
５月 31 日までは、ホクレンブランドオイル（税込 3,000 円以上）にてオイ
ル交換されたお客様には、ＢＯＸティッシュ５箱入を１パックプレゼント実施
中です。当給油所でタイヤ交換と合わせて是非ご利用下さい。

第２５回津別町有機酪農研究会通常総会を開催

令和５年度津別町乳質改善共励会表彰式

スタンド夏タイヤフェアを２日間実施

▲左から石川和男氏、㈱柏葉ファーム柏葉宏樹氏、中田会長、織田達明氏

▲左から石川会長、山田副会長

▲中田会長挨拶

▲石川会長挨拶 ▲小林国之准教授
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畑　作　物
【秋まき小麦】
　幼穂形成期を過ぎて、出穂期までの大事な時期です。特に止葉期の施肥管理は小麦にとって特に重要
なポイントとなります。天候にも左右される時期ですが、生育の状況に合わせた最後の追肥を行うこと
で、収量・品質の安定化を図りましょう。
　茎数は多すぎませんか。草丈は伸びすぎていませんか？
　「きたほなみ」は幼穂形成期の茎数が900本／㎡を超える場合、倒伏のリスクが高まります。昨年は
種が遅れていることから茎数は少なめの圃場が多いようですが、平年並みには種が終了できた圃場や大
豆間作小麦では茎稈伸長抑制剤を使用して下さい。

■秋まき小麦　茎稈伸長抑制剤

薬 剤 名 使用時期 10a当たり
使用量

10a当たり
散布水量

使用
回数

サ イ コ セ ル
Ｐ Ｒ Ｏ

幼穂形成期
（5月7日頃） 150～200mℓ

100ℓ 2回小麦出穂前20日～10日
小麦の草丈（40～60㎝）

（5月25日～6月5日）
200～300mℓ

カ ル タ イ ム
フ ロ ア ブ ル

止葉期（止葉50％展開）～
出穂5日前まで（5月30日～6月3日頃） 150mℓ 100ℓ 1回

エ ス レ ル 1 0 止葉期～出穂始期
（5月30日～6月7日頃）

200～333mℓ
少水量散布

200㎖
100ℓ

少水量25ℓ 1回

※サイコセルは秋まき小麦で2回使用できるようになりました。すでに幼穂形成期にサイコセ
ルを使用した場合でも出穂前に使用できます。使用量に注意して下さい。

■春まき小麦　茎稈伸長抑制剤

薬 剤 名 使用時期 10a当たり
使用量

10a当たり
散布水量

使用
回数

サ イ コ セ ル
Ｐ Ｒ Ｏ

小麦6葉期前後
小麦の草丈

（30～40㎝）（6月1日頃）
150mℓ 100ℓ 1回

カ ル タ イ ム
フ ロ ア ブ ル

止葉期（止葉50％展開）～出穂始期
（6月13～22日頃） 150mℓ 100ℓ 1回

エ ス レ ル 1 0

止葉期
（6月13日頃） 200～333mℓ

100ℓ
少水量25ℓ 1回

出穂始期（はじめて出穂を見た日から20％
出穂まで）（6月22日頃） 100～200mℓ

※春まき小麦のエスレル10の使用は上表の2つの時期のどちらか1回の使用となります。
　病害虫（うどんこ病、赤さび病、葉枯症状、ふ枯病）の発生し始める時期です。止葉とその

下2枚の葉は成熟期まで実に養分を送る重要な役割をしています。圃場の観察を行いながら、
早期発見に努め、見つけしだい防除を実施し葉を守って下さい。

５月中旬～６月中旬までの営農技術について
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【豆　類】
　播種時期になってきます。豆類は土壌水分が抜けにくい土壌では、健全な生育ができません。根は根
粒菌も含め、空気を必要としていますので明渠の整備、暗渠の確認、簡易暗渠（サブソイラ等）の施工
を行い土壌の透排水性を改善してから作付けを行って下さい。生育初期に土壌水分が高い状態が続くと
生育抑制がかかります。
　播種に当たって、圃場の表面の播種床（地表5㎝程度）の砕土は丁寧に行って下さい。

【ばれいしょ】
　除草剤は使用時期・対象雑草を確認し、散布時期を逸しない事が重要です。作型を考慮の上適切な対
応をお願いします。

除 草 剤 名 処理方法 散布時期 使用 
回数

10a当たり 
使用量

10a当たり 
希釈水量 対象雑草

ロ ロ ッ ク ス 全面土壌散布 植付直後〜萌芽前
（雑草発生始期） 1 100〜150g 70〜150ℓ １年生雑草全般

（スズメノカタビラを含む）

ラ ク サ ー 乳 剤 全面土壌散布 植付後〜萌芽前
（雑草発生期） 1 400〜600㎖ 100ℓ １年生雑草

フルミオＷＤＧ 全面土壌散布 植付後〜萌芽前
（雑草発生前） 1 10ｇ 100ℓ １年生広葉雑草

センコル水和剤
全面土壌散布

または
雑草茎葉散布

植付後〜萌芽直前 1 100g 100ℓ 1年生イネ科雑草及び広葉雑草
（ツユクサに効果あり）

デュアールゴールド 全面土壌散布 植付後〜萌芽前
（雑草発生前） 1 100〜130g 70〜100ℓ １年生雑草

主にイネ科

モーティブ乳剤 全面土壌散布 植付後〜萌芽前
（雑草発生前） 1 200〜400㎖ 70〜150ℓ １年生雑草

ポルトフロアブル 雑草茎葉散布 イネ科雑草3〜8葉期
（収穫前日まで） 1 200〜300㎖ 100ℓ １年生イネ科雑草

（スズメノカタビラを除く）

ナ ブ 乳 剤 雑草茎葉散布

1年生イネ科雑草3〜5葉期
（収穫前日まで）

2

150〜200㎖ 100〜150ℓ
１年生イネ科雑草

（スズメノカタブラを除く）
1年生イネ科雑草6〜8葉期

（収穫前日まで） 200㎖ 100ℓ

【てんさい】
　６月上旬の活着状況によって、その年のてんさいの良し悪しが決まってきます。
　てんさいも土壌水分過多を嫌いますので、定植後のサブソイラ施工や、中耕をこまめに入れるなど、
土壌環境を整えて下さい。
　各作物の農薬散布に当たっては、周辺作物への飛散が無いように、風向きや風速を考慮して防除を行
って下さい。
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４月 12日津別町中央公民館において、網走川流域の会第９回総会が開催されました。オホーツク総合振興局地域
産業担当部長　斉藤智浩氏・津別町長　佐藤多一氏の祝辞を賜った後、議長となった新谷会長（網走漁協組合長）
の進めにより議事は全て可決承認されました。本年度は、組織内に「酷暑対策プロジェクト会議」を設置すること
を決めました。又、気候変動による一次産業への被害など課題解決に向け、情報を共有し、調査を進めることとし
ました。
総会後は、会主催のシンポジュウムが開催され、研究者２人が網走川と流域の網走湖の生物についての研究発表
を行いました。今回は、道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所環境保全部水環境グループの三上英敏主
査が「網走湖の環境特性と植物プランクトン」、東京農大生物産業学部海洋水産科学の園田武助教が「シジミから見
る網走川の流域環境」と題して、講演を行いました。三上主査は、網走湖について、面積が広く、自然の状態より
栄養分が増えすぎた富栄養化にあることで、富栄養化の原因は、有機物が『水清くして魚住まず』とのことわざの
通り、ある程度は必要」と指摘しました。原因となる窒素やリンのコントロールが大事になると説明頂きました。

第９回網走川流域の会総会を開催

第１回　ゲートボール大会
開 催 日：令和６年４月４日（木）
開催場所：豊永　屋内ゲートボール場
参加人数：30名（男：18名　女：12名）

優　勝　柏木チーム
　　　　（柏木茂　佐藤正明　鍛冶博光
　　　　　　　　　　　五島良雄　山下昌子）
準優勝　井上チーム
　　　　（井上隆幸　土江幸子　細川順弘
　　　　　　　　　　　奥村照子　竹内武二）
３　位　堂籐チーム
　　　　（堂籐優　佐藤朝代　佐藤卒子
　　　　　　　　　　　幅口悦子　篠原恒子）
４　位　山田チーム
　　　　（山田照夫　小野勇　館野ヨシ子　溝渕サカエ　鴇田康史）
５　位　丸尾チーム
　　　　（丸尾諭　佐野信子　笠井キヨ子　藤原熊男　西前英雄）
６　位　鹿中チーム
　　　　（鹿中順一　細川恵市　手賀武一　長尾隆行　野本弘子）

▲優勝：柏木チーム（左から山下昌子、五島良雄、鍛冶博光、柏木　茂、佐藤正明）
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● ● ● ● ● ● ● ● ● 新人職員紹介 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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一郎（22歳）

【総務部　金融共済課】

出　身　地：北見市
最終出身校：北星学園大学
趣　　　味：パンを食べる事・
　　　　　　ドライブ

■ＪＡ職員としての抱負■
　前職での会計業務の経験をうまく生かしながら、新し
いことを日々吸収し、ＪＡ職員の一員として少しでも早
く、皆様のお力になれるよう、努力して参ります。
　組合員の皆様に馴染めるように、積極的な姿勢を忘れ
ず笑顔で日々業務に取り組みますので、これからどうぞ
宜しくお願いします。

【営農部　営農課】

出　身　地：津別町
最終出身校：弘前大学
趣　　　味：映画鑑賞

■ＪＡ職員としての抱負■
　まだ右も左も分からず、不安は、たくさんありますが、
まずは、いち早く業務を覚え、報告・連絡・相談を欠か
さないことを心掛けたいと思います。
　それとともに、社会人としても、人間としても一人前
になれるように業務を通じて成長していきたいと考えて
います。

【経済部　生産資材課】

出　身　地：網走市
最終出身校：札幌大学
趣　　　味：ドライブ

■ＪＡ職員としての抱負■
　組合員さん、お客さんの皆さんに顔を覚えてもらえる
ように積極的に交流していきたいです。
　先輩からたくさんのことを学び、出来る限り早く仕事
を覚えられるように精進していきます。
　又、社会人として、一人の人間として成長していきた
いと強く願っています。一生懸命頑張りますので、何卒
ご指導のほど宜しくお願いします。

【総務部　金融共済課】

出　身　地：美幌町
最終出身校：北見商業高校
趣　　　味：ドラマ鑑賞

■ＪＡ職員としての抱負■
　高校を卒業したばかりで、まだ未熟ですが、商業高校
で学んだ簿記や知識を活かして一生懸命頑張ります。
　早く一人前の社会人になり、職場の皆さんや組合員さ
ん、お客様のお役に立てるよう、日々成長していきたい
です。宜しくお願いします。

【経済部　農産課】

出　身　地：静岡県沼津市
最終出身校：東京農業大学
趣　　　味：魚釣り・アニメ鑑賞

■ＪＡ職員としての抱負■
　本年度より、農産課に配属となりました。玉葱振興会
青年部や澱原馬鈴薯を担当させて頂きます。私は、生産
者様に信頼して頂ける職員になりたいと考えておりま
す。そのためには、生産者様と積極的にお話させて頂き、
ご意見やご要望をしっかりとお聞きし行動して参りま
す。又、上司の姿を見て学び仕事の中で実践していくこ
とで、生産者様に信頼して頂ける職員になれるよう精進
して参ります。

絵本のように美しい
宿根草の小さな庭つくり
季節の花を長く楽しむ

おすすめ
書籍のご紹介
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5月16日 木 6月 1日 土 ＪＡ杯ゴルフコンペ

17日 金 2日 日

18日 土 3日 月 経営会議

19日 日 4日 火

20日 月 企画会議 5日 水

21日 火 小麦乾燥施設竣工式 6日 木 玉葱振興会青年部50周年式典

22日 水 年金友の会ゲートボール大会

23日 木 年金友の会パークゴルフ大会 7日 金

24日 金 8日 土

25日 土 9日 日

26日 日 10日 月

27日 月 11日 火

28日 火 理事会 12日 水

29日 水 13日 木 企画会議

30日 木 14日 金

31日 金 15日 土

55月下旬・月下旬・66月上旬の主な行事月上旬の主な行事
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